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論 文 内 容 の 要 旨
本論文 の意図
正倉 院文 書は、奈 良東大 寺正倉 院宝庫 に伝存 した文書 を指 す。広義 には正倉 院に伝存 した文
書す べてを指 し、狭義 には現在 中倉 に納 め られ ている造東大 寺司写経所 関連 の文書群 に限定す
る。 本論文では後 者を主 に考察 の対象 とした。後 者は現在、 正集45巻 ・続修50巻 ・続修 後集43
巻 ・続 修別集50巻 ・続 々修440巻2冊 ・塵芥文書39巻3冊(附 蝋燭文書1袋)の667巻5冊 に成
巻され、文書数約1万 点 といわれ る。 これ らは一部を除いて奈良時代の生の史料 である。 当時
は事務 用帳簿等 には一度使 われ て反故にされ た文書の裏 を再 利用 する ことも多 く、写 経所で も
写経所 で使 われ た文 書、 また戸籍 な どの公文書 の紙 背が再利 用 された。 このため紙 背文 書(一
次文書)と して、律 令時代 の公文書 も多 く残 されたため、 この文 書群 は政 治史 ・社会史 ・文化
史 ・宗教 史等、奈 良時代 の全分野 を研究す る上で不 可欠の根 本基礎史料 となっているのである。
紙背文 書(一 次文書)は 、 二次利 用され る際、 適宜 剥が し取 られ た り切 断され た りして、 原形
を失い、表文書(二 次文書)も 写 経所で単独 にあるいは貼 り継がれ巻子 に仕立て られて保管 さ
れた ものの、造東大 寺司廃止後 の伝 存の過程 で、糊離れ、破 損があった と思われ、 さ らに江戸
末天保 か ら明治初 めにかけて、 一次文書 に着 目してな された整理、成巻 のため、原形 を失 って
しまった もの も多い。そのため、 史料 として活 用する際、 まず文書の原 形復原が大きな課題 と
なるのである。 その場合、文 書内容や形態か らの文書の復原 とともに、 天保 と明治 に行 われた
文書の整理、成巻 の状況を考察 して、 整理、成巻 前の文書の有 り様 を把握 する ことも原形復原
に欠かせない基礎作業 とな るので ある。天保 と明治 の文書 の整 理、成巻 については、1980年 代
まで、 『大 日本古 文書』一((東 京帝 国大学史料編 纂掛、1901年(明 治34))の 巻 末 に附載 され
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た 「正倉 院文書解題」 に書かれ たためか、正集 は天保 の開封時、続修以降 は明治 に入 ってか ら
で、続修 は内務省博物局(浅 草文庫)で 、塵芥 は内務 省図書局で 、続修後集 ・続修別集 ・続 々
修 は宮 内省正倉 院御物 整理掛 で行われ た と考 え られ てきたが、皆 川完一氏が天保 の文書 の整理
を考察 した際、続修後集 ・続修別集 の整理の時期 を浅草文庫 と見るべき ことを示唆 された(「 正
倉 院文書 の整理 とその写 本一穂井 田忠友 と正集一」『日本古文書学論集』3古 代1吉 川弘文館
1988年 、初 出1972年)。 最近、文書 内容や形態か らの文書 の復原 は多 く試み られて いるものの、
天保 と明治 の文書 の整理、成巻 を全体 と して扱 った論文 はまだな い状況で ある。そ こで、本論
文で は皆川 氏の研究 を受 け継 いで、正倉院文書研究 の基礎作業 として 明治時代 の文書 の整理 に
つ いて考察す る。
この文書群が宝庫 に入 った経緯は定かではな い。文書の記録が開封 目録 に見 られるのは元禄
の時か らで あ り、正倉院 の文書が注 目され るよ うにな ったのは、天保の開封 に際 して、穂井 田
忠友が文書 を整理、成巻 し、写本 を作成 したのがき っかけである。
正倉院文書は、原本 を直接見ての研 究はほ とん ど不可能である。第二次世界大 戦前 に、拠 っ
た ものは天保以降の江戸末の写本 ・明治初期の写本、刊本 『大 日本古文書』25巻(東 京帝 国大
学史料編 纂掛、1901～40年(明 治34～ 昭和15))・ 目録 『正倉 院古 文書 目録』3冊(奈 良帝室 博
物館正倉 院掛、1929年(昭 和4))の み であ った。戦後 は、まず マイ ク ロフィル ムや紙焼写 真
(宮 内庁書陵部、1954～64年(昭 和29～39))が 提供され、正倉 院文書の写真 での確認 が可 能に
なる。1980年 代 に入る と、コ ロタイプ複製が 開始 され(国 立歴史 民俗博物館、1981年(昭 和56)
～現在) 、 『正倉 院文書 目録』(東 京大学 史料編纂所、1987年(昭 和62)～ 現 在)、 『正倉院古文
書影 印集 成』(宮 内庁正 倉院事務所、1988年(昭 和63)～ 現在)、 また正倉院宝庫外 に流 出 した
文書を集 めた 『正倉 院文書拾遺』(国 立歴史 民俗博物館、1992年(平 成4))等 が刊行 され る。
コロタイプ複 製はよ り原本 に近 く、 『正倉院古文書影印集成』 『正倉院文書 目録』 は一紙 ごとに
詳 しく調査 の情報 を提供 し、 『正倉院文書 拾遺』 によ って、庫外 に流 出 した文書 も一見 で きる
よ うになったため、研 究条件は格段 に進歩 した。 これ と呼応 して、研究 の面で も1989年(平 成
元)、 正倉 院文書研究会 が発足 し、写経所帳簿 関連の研 究 のみでな く、正倉院文書 を使って、
巾広 い分野か らの研究 がなされ、数多 くの成果が ものにされて いる。 こうした研究の一環 とし
て、帳簿 の接続 ・復原 も大 きな課題 と して取 り組 まれつつ あるので ある。
本論文 は、序章、本論5章 、終章か らな る。序章で 本論文 の作 成意図 を述 べ、本論 は、5章
に分 けて、 まず第一～ 四章で江戸時代、明治初期の博物局 ・図書局、明治中期の正倉院御物整
理掛 による正倉院文書 の整理 の状況 を、開封記録や個人の 日記、公文書等か ら考察 し、第五章
では明治 に作成 された写本、明治以降の 目録等か ら明治初年当時の文書がいつの時点 で手 を加
え られ、現状 の形 に変 え られたかを具体的に考 察 し、第一～三 ・五章には注で述 べきれな い重
要事項 ・人物 につ いて 附論 を付 した。終章では簡単 に本論文の まとめ と今後の課題 についてふ
れた。 また巻末 に、読者の便宜 を図るため、別表 「正倉院文書略 目録」 「『大 日本古 文書』 一～
六所収文 書の原本」 「正倉院関連年表」、 図 「『大 日本 古文書』一～六が使用 した正倉院文書 の
写本 の系統 図」 を添 えた。以下章 ごとに、要旨を述べる。
第一章 江戸時代の開封 と宝物
江戸時代天保期の穂井 田忠友 による正倉 院文 書の整理 については、 前にふれ た皆川完一氏 の
論 に尽き るといってよい。 本章では、 皆川氏 と視点 を若干変 えて、 まず一 ～三節(慶 長 ・寛文
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の 開 封 、 元 禄 六 年 の 開 封 、 天 保 四 年 の 開封)で 慶 長 か ら天 保 まで の開 封 時 の 宝 物 の 有 り様 を 目
録 等 か ら概 観 し、 四 節(穂 井 田忠 友 の文 書 整 理)で 江 戸 時 代 の文 書 の整 理 につ いて ま とめ て み
た。
江 戸 時 代 にな っ て 、 正 倉 院 宝 庫 は、1602年(慶 長7)・1603年(慶 長8)・1612年(慶 長17)・
1666年(寛 文6)・1693年(元 禄6)・1833～36年(天 保4～7年)の6度 開 封 さ れ る。 慶 長
(17年)の 開封 時 の 目録 によ る と、 主 要 な 宝 物 は 北 倉 、 そ れ も二 階 に多 く収 納 され 、 南 倉 には
そ れ ほ どで もな い も のが 納 め られ て お り、 この時 北 倉 の宝 物 が 南 倉 に移 され 、 南 倉 の 道 具 が 北
倉 に移 され た。 そ の 結 果 、 寛 文 の 開封 時 には 北 倉 には め ぼ し い も のが な か った 。 元 禄 の 開 封 で
は 、 まず 鴨 毛屏 風 の 入 っ た櫃 、 つ い で 、南 倉 ・中倉 の順 に宝 物 の入 っ た櫃 を点 検 、 点 検 終 了後 、
修 理 の 間 、宝 物 は 油 倉 二 倉 に移 され 、修 理 終 了後 、新 た に仕 分 け して 三 倉 に戻 され た 。 こ の時 、
各 倉 の 二 階 には傷 ん だ り、 不 要 の も のが 納 め られ た 。 天 保 の 開封 で も、 宝 物 点検 の後 、 宝 庫 修
理 の 問 、 宝 物 は 油 倉 二 倉 、 塵 埃 は 大 湯 屋 へ 仮 納 され 、 宝 物 ・塵 埃 の調 査 、 整 理 が な され た 。 大
湯 屋 に納 め られ た 塵 埃 の 唐櫃 か らは勅 図井 越 前 ・近 江 開 田等 の古 図13品(明 治 にな っ て 東 大 寺
献 納 図 書 とさ れ た もの)が 出 現 し、 これ らは 閉 封 時 、 三 倉 には 戻 されず 、 手 向 山 八 幡 宮 の 社 頭
の 宝 倉 に納 め られ た 。
開 封 時 の 目録 に 文 書 の 記 載 が 見 え る のは 、元 禄 の 目録 か らで あ る。 即 ち 元 禄 の 目録 に 「記 録」
「水 帳 」等 と記 載 され た 櫃 が 見 え る。 天 保 の 開封 時 の 目録 に は、 「記 録」 「古 文 書」等 と見 え る。
1835～36年(天 保6～7)、 奈 良奉 行 配 下 の 穂 井 田忠 友 に よ っ て、文 書 の櫃 の整 理 が 行 わ れ 、成
巻 文 書45巻 が作 成 さ れ た。 忠友 は 印 影 の あ る文 書 に着 目 し、 戸 籍 等 の 公 文 類 、 有 印 の 文 書 、 著
名 人 の 書 状 等 を選 び 集 め 、中央 官 司、五 畿 七 道 の順 に成 巻 した 。 さ らに典 籍 や 献 納 帳 等19巻 も、
整 理 、 修 理 され た こ とが わ か る。45巻 は 閉封 時 宝 庫 に還 納 され ず 、 八 幡 宮 の社 頭 の 宝 庫 に納 め
られ た 。 忠 友 は この 時 、 禁 裏 等 に献 上 す る た め、 ま た私 に写 本 を作 成 した 。 この写 本 が 世 に流
布 し、 正 倉 院 文 書 が 好 古 家 の 注 目す る と ころ と な る ので あ る。
附 論 「新 造 屋 につ いて」 で は 、 天 保 の開 封 時 の記 録 に見 え る新 造 屋 ・新 造 屋 宝 倉 につ いて 詳
し く述 べ た。 新 造 屋 は 手 向 山 八 幡 宮 の楼 門 の す ぐ北 に所 在 した(現 在 観 音 院 が 建 つ)。 八 幡 宮
の社 頭 には 、 現在 も南 北 に二 棟 校 倉 造 の宝 倉 が あ る。 新 造 屋 宝 倉 は そ の うち の北 寄 りの 宝 倉 を
指 す 。 新 造 屋 宝 倉 には 天 保 時 、 宝 物 が仮 納 さ れ た が 、1872年(明 治5)に は 新造 屋 に移 納 され
て い た 。
第二章 明治初期の正倉院文書の整理
1875年(明 治8)、 正倉 院等の勅封宝物は 内務省所管 とな り、1881年(明 治14)に 、農商務省
が置かれ ると、博物 局・博物館 は内務省か ら農商務省へ移管 されたため、宝庫 の開閉は宮 内省、
器物は農商務省、文書は 内務省 の所管 となる。本章 では、 明治初期 の正倉院文書 の整理 につ い
て、蜷川式胤 の 日記 『奈 良之 筋道』、東京 国立博物 館所蔵 の館史 資料や、宮内庁書 陵部所蔵 の
『正倉院録』 『什宝録』等か ら、一 ・二 節(明 治5年 の開封、 明治8年 の開封)で 宝庫 の開封、
三節(正 倉院宝庫か ら浅草文庫へ)で 文書 の東京取 り寄せ と浅草文庫へ文書 を収納す るこ とに
な った経緯、四節(浅 草文庫で の整理)で 浅草文庫 での具体 的な整理 の状況 につ いて考察 した。
正倉 院宝庫 は、1872年(明 治5)、 全国社 寺宝物調査 の一環 として、 町 田久成 ・蜷川 式胤等 に
よって 開封、宝物調査 が行 われ た。1875年 に、東大寺大仏殿で 開催 された奈良博覧会 に正倉 院
の宝物 を出陳す るた め、再び宝庫 が開封 され る。 この開封 中に奈 良県 は史誌編輯 のた め、文書
一49一
を謄写 し、 目録 を作成す る。博覧会終了後 、修史局の要請で正倉院文書の大部分 が東京 に回送
され る。文書は保存 の面か ら新築間 もない内務省の浅草文庫 に保管される ことにな り、 博物館
と教部省 の職員の手で、副本謄写 と穂井田忠友の成巻 方針 を踏襲 した文書の整理 ・成巻 が行 わ
れ る。 この時、作業 に関係 したのが小杉橿 邨 ・大橋 長悪 等である。宝 庫の棚架 が完成 した こと
もあって、1882年(明 治15)、 宝物 ・文書 は宝 庫 に還 納 され る ことになる。成巻 分 は、続修50
巻 ・続修別集50巻 ・続修後集52で あ り、残 りは未成巻 のまま急 遽45号 にま とめて還納 され た。
附論1「 蜷川式胤」では、1872～75年(明 治5～8)の 正倉院宝庫 開封、宝物調査 に際 して、
主導的な役割 を果た した式胤の略歴 と正倉 院 との関わ り合いについてふれ、附論2「 大橋長悪」
では、1872年 の宝庫 開封時 に、奈良県の役員 として参加 した と思われ る長憲 につ いて、そ の略
歴,浅 草文庫での正倉院文書整理参加 と写 本作成 について述 べた。
第三章 塵 芥文書の整理
宝物一般 に関 して、「塵 芥」の語 がは じめて見 えるのは、1693年(元 禄6)の 開封時 の記録で
ある。天保の開封 にも、塵芥 の整理 が行わ れるが、 明治 に入 る と、塵芥 の櫃 の整理 は、正倉院
御 物整理の大きな課題の一つ とされ、1892年(明 治215)設 置 の正倉 院御物整理掛が本格的 に取
り組んでいる。 伝存 の過程 で湿気や 虫害で相 当痛 んだ文書 は塵芥文書 と呼ばれた。本章では、
塵 芥文書の整理 ・成巻 について、 一～三節(明 治10年 の天覧、 内務省 図書局で の整理、正倉院
御 物整理掛での整理)で 、1877年(明 治10)の 正倉院天覧、文書の東京取 り寄せ と内務省図書
局での整理、正 倉院御 物整理掛 での整理 について述べ、 四節(塵 芥文書 の写本 と現状)で 明治
に作 成され た塵 芥文書の写本 か ら整理前 の旧状等 を考察 し、正倉院事務所 の杉本一樹氏 の調査
報 告によって塵 芥文書 の現状 についてふれ た。1876年(明 治9)、 内務省 に図書局が置かれ ると、
文 書は図書 局扱 い となったため、塵芥文書 は図書局で整理 された ので ある。
1877年 に明治天皇は維新 後は じめて京 都 に行幸する ことにな る。 この時、奈良 も訪れ、東大
寺大仏殿 に陳列 の奈良博覧会 を見学、 さ らに正倉院宝庫、宝物 をも天覧す る。 この時、宝物天
覧 を先導 したのが博物 局の町 田久成 と図書局 の岡谷繁実で あ り、彼 らの献言で傷んだ宝物 ・文
書 が東京 に持 ち帰 られ、修理、整理 を受 けることにな る。文書 の整理は岡谷繁実、吉村春峯等、
図書 局職員 の手 でなされ、傷 みが激 しい文書 を、整理 ・修補 して 旧状 に復 した。 まず湿気 をお
び、 固まった巻物 を開き、傷み の激 しい断簡 に分厚 い紙で裏打 を施 し、開 く過程でば らば らの
細片 になったものは台紙 に貼 り込んだ。そ の後、一巻が分厚す ぎた場合は数巻 に分けた りは し
て いるが、 旧状 に従 って貼 り継 ぎ、一巻一文書 を原則 として39巻 に成巻、台紙 は該 当巻の最後
に付 し、所属不 明の台紙 は、最後 に雑張3冊 にまとめ、 どうして も開 くことができなか った巻
(蝋燭文書)は そのまま1袋 に入れ たまま とした。 これ も1882年(明 治15)、 宝庫 に還納 されて
いる。正倉院御物整理掛が置かれ ると、塵芥文書 は他 の文書 と一緒 に1893年(明 治26)、 東京 に
回送 され るが、 この時、 どのような整理 を受 けたかは不明であ.る。
塵芥文書 の写本で、管見 しえたのは 『東大 寺塵埃文書』 『東大寺古文書写』『東大寺正倉 院文
書』(第 三冊)・ 『正倉 院塵芥文書』(影 写本)・ 『正倉 院塵芥文書』(謄 写本)・ 『塵芥正倉 院古文
書補遺』 『南都正倉院塵芥文書写』 の7写 本、 うち内閣文庫所蔵 の 『東大寺塵埃文書』 『東大 寺
古文書写』 は、修 理前 の塵芥文 書の写で あ り、文書 の 旧状 を伝 える ものであ る。 『正倉院塵芥
文書』(影 写本)の もとになった写本は成巻後、宝庫に還納 される前 に写 され た可能性 がある。
『南都正倉院塵芥文書写』は未紹介の史料であるのでやや詳 しく説明 を加えた。 また現状 の塵
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芥文書の内容は、杉本氏 の調査報告 による と、他 の正倉院文書 と内容 を別 にす るものではな い
ことを述べた。
附論 「岡谷繁実」 では、幕末 に館林藩 で国事 に奔走 し、明治 にな って正倉院の塵芥文書の整
理 に関係 した岡谷 繁実 の経歴、塵芥文書 の整理 との関係 を繁実 自身が書き残 した 日記等か ら略
述 した。
第四章 明治中期 の正倉 院文書の整理
1884年(明 治17)宮 内省 ・内務省 ・農 商務 省の三省分管 は不都 合 とい うことで、宝庫 は宮内
省専管 となる。1892年(明 治25)に 宮 内省に正倉 院御物 整理掛 が設け られ、 正倉 院宝 物の本格
的な整理、保存が 図 られ るようになる。本章で は二章 と同様、宮内庁書陵部所蔵の 『正倉院録』
『什 宝録』、東京国立博物館 所蔵 の館史資料 等 によ り、一節(正 倉 院御物 整理掛)で 御物 整理
掛の組織 ・職掌、 人員 にふれ、そ の作業で大 きな比重 を占めたのが 「塵埃の精査細索」 であ っ
た こと等 を述 べ、二節(正 倉院御物整理掛で の正倉院文書の整理)で は御物 整理掛の文書の整
理について具体 的 にふれた。文書類は、1892年 の閉封後 に塵芥若干、1893年 に大部分 が東京 に
回送され、 整理 を受 ける。未修 であった文書群は1年 で続 々修 に成巻 される。 これ らは1895年
に宝庫 に還納 された。1900年(明 治33)に は、『大 日本古文書』を刊行する東京帝国大学史料編
纂掛 に開封期 間中の文書 の拝観 を許可、1903・04年(明 治36・37)に は、編纂掛 のため、 文書
は東京 に再 回送 され る。1905年 の宝庫還納 の段 階で、東南 院文 書は続修後集 か ら種別換 えされ
た九巻 と新 しい一巻 も一括 され109巻3張 、塵芥文書 も39巻 に3帖 附蝋燭文 書1袋 が一括 され
る。三節(未 修文書)で は 『正倉 院古文書 目録』三 の 「未修古文書 目録」・『正倉院御 物 目録古
文書』二 の 「未修古文書 目録」か ら今 までふれ られ ることのなか った未修古 文書 を紹介 し、四
節(続 々修 の成巻)で 続 々修は未修文書が主体であ るが、塵 芥 ・撰出等か らも成巻 された こと
につ いて述べた。
第五章 明治以降の写本 と目録
本章は、明治期の正倉院文書の整理 ・成巻の まとめ として、二節(写 本、 目録か ら見た正倉
院文書の整理)に 分けて、各時期 に作成 された写本8冊 と目録6冊 か ら正倉 院文書の整理 、成
巻 の進捗状況 を考察 した。
一節で取 り上げた写本は、小杉棉邨転写本 ・小杉本 ・大橋本 ・東博二十冊 本 ・宮内省本 ・大
学本 ・存採叢書本 ・内閣文庫本である。明治 に入る と、奈良博覧会の開催 中や浅草文庫 での正
倉院文書の整理の際 に、正倉院文書の公私の写本が作成 された。東京帝国大学史 料編纂掛 が1901
～04年(明 治34～37)に 刊行 した 『大 日本古文書』 一～六は、大学本を底本 として編纂 され、
小杉本 ・大橋本 ・宮内省本 ・存採叢書本がその補 充 に使われた。東博二十冊 本や 内閣文庫 本は、
浅草文庫での副本作成作業の成果、 小杉転写本や 小杉本、 大橋本は、作成作 業 に携 わった小杉
橿邨や大橋長恵が私 に写 した ものであ る。内閣文 庫本 ・小杉 本には庫外流 出文書 と原 本所在 不
明文書が、続修、続々修 に接続 する形で写 されてい るか ら、 この2写 本は これ らが切 り離 され
る前 の段階 に影写 された もの といえる。浅草文庫 の作 業で、1876年(明 治9)10月 に続修 が成
巻 され るが、その時の写が小杉の 『続修東大寺正倉文書』 である。ついです ぐ続修 の手直 しと
別集の成巻 にかかった と思われる。 その時の写が東博二十冊本 ・大橋本 ・小杉 本第十 六冊 であ
る。大橋本 は、現状 の正集、種別 が確 定 した文 書(続 修 、別集)、 種別が未 定の文書、東 南院
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文書 に分けて冊仕立 てされ、正集 は勿 論、続修 も巻順 に写 している。正集 につ いては大学本、
続修 については小杉 本 ・内閣文庫本 ・大学本 ・大橋本等 によって成巻前 の状況 を知 る ことがで
きる。 内閣文庫本 は小杉本 よ り古 い写 で、小杉本 ・大橋本 ・東博二十冊本 は続修成巻時 の大体
同 じ時期 に写 され た ものである。 当初 は、続修十五 は現状 の裏 が表 とされ、二十二 は現状 の後
集二十、 二十六 と二 十七は現状 と巻川頁が入れか わ り、二十八 は現状 の二十二、三十五 は後集三
十三で あ り、現状 の二十八 ・三十 九はまだ種別分 けがされて いなかった ことになる
ついで明治初期 の文書の旧状 が、浅 草文庫か ら正倉 院御物 整理掛 での整理 を経て、現状 にな
るまでの変化 を、 「続修 東大寺正倉院文書 目録」 『寧楽 正倉院続修成巻 文書 目録』 『正倉院古文
書 目録』(1882年(明 治15))・ 『正倉 院御物 目録古文 書』 『続 修正倉院古文 書 目録』(『続々修正
倉 院古 文書 目録』)・『正倉 院古文書 目録』(1929年(昭 和4))の6時 期の 目録か ら追 った。別
集 は 『寧楽正倉院続修成巻文書 目録』『正倉 院古文書 目録』(1882年)・r正 倉院御物 目録古文書』
に、後集 は 『正倉院古文 書 目録』(1882年)・ 『正倉院御 物 目録古文書』 に現 状 と大差 ない 目録
が あ り、『正倉 院古文書 目録』の最後 に書 き加 え られた1884年(明 治17)の 往来軸計算 に 「二十
三本修整古文書 ノ分」 と見 える 「修整古文書」 は、続修 ・別集 ・後集 のことで あるか ら、 この
3種 の正倉 院文書 は浅草文庫 で成巻 された ことは確 実 となる。 また別集 は東博二 十冊本 に見
え、 『寧 楽正倉院続修成巻 文書 目録』 に目録 があ るか ら、別集 と後 集で は、別集 の整理の方が
先だ った ことも確認 され る。後、宮内省図書寮 の手直 し(後 集は52巻 であ ったが、東南院文書
と判断 され た9巻 を除 くことにな り43巻 にな る)を 経て、正倉院御物整理掛の手で、続 々修 も
成巻、各種 の文書が現状 のようにな ったので ある。
附論 「『大 日本古文書』一 ～六の刊行」で は、東京帝 国大学史料編 纂掛 の 『大 日本 古文書』
刊行 と正倉 院開封時 の史料編纂掛員 の正倉院文書拝観が特別 に許可 された ことにつ いて、宮 内
庁書陵部所蔵 の 『正倉院録』や東京大学史料編纂所所蔵 の 『史 料蒐集復命書』等か ら詳述 した。
1900年(明 治33)に 、『大 日本古文書』刊行 のた め正倉院開封時 の史料編纂掛員 の正倉院文書拝
観が特別 に許可 され るが、 この拝観特別許可は数年 の中断が あるものの現在 に至 るまで続 いて
いるので ある。
五章の要約は、以上 の如 くであ る。
本 論 文 要 旨 を終 え る にあ た って
本 論 文 で 、私 は最 初 に も述 べ た よ う に、正 倉 院 文 書 の原 形 復 原 に際 して 、正 倉 院 文 書 の 整 理 、
成 巻 の状 況 や 整 理 、 成 巻 前 の 旧状 を知 る こ との 必 要 性 を述 べ 、 旧状 が 知 りう る もの につ いて そ
の 旨 を記 して み た。 正 倉 院文 書 の 整 理 に つ い て は 、 基 本 は 、 正 集 は1835～36年(天 保6～7)
に穂 井 田 忠 友 の 手 で、 続 修 ・続 修 別 集 ・続 修 後 集 は1875～82年(明 治8～!5)に 浅 草 文 庫 で
(続 修 別 集 ・続 修 後 集 につ いて は 、 別 集 が 先 に整 理 され た)、 塵 芥 は1877～82年(明 治10～15)
に図 書 局 で 、 続 々修 は1894年(明 治27)に 正 倉 院御 物 整 理 掛 の 手 で それ ぞ れ 整理 が な さ れ た こ
と を述 べ た。 但 し、 各 文 書 と も この 時 期 以 外 に手 を加 え られ た こ とが あ り、1892～1904年(明
治25～37)に 機 能 した正 倉 院御 物 整理 掛 の手 で 最 終 的 な 調 整 を受 け 、1905年(明 治38)に 宝庫
に還 納 され た ので あ る。 この時 以 降 は 整 理 の手 直 しは 行 わ れ て いな いよ うで あ る。
私 自身 は、 す で に試 みて い る食 口案 や 造 石 山寺 所 関 係 の文 書 の復 原 に、 本 論 文 の 成 果 を生 か
し再 検 討 して み よ う と思 って お り、 また 、 整 理 、 成 巻 に関 す る継 続 研 究 と して は 宮 内 省 本 に大
き く関 係 す る と思 わ れ る東 京 国 立 博 物 館 所 蔵 の 『古 文 書 目録 』(館 史 史 料1092)の 考 察 を深 め、
一52一
続 々修成巻 の途 中経過 を明 らかにできれば と思っている。 そ して さらに、正倉 院文書 の整理、
成巻 に関係 した先 人につ いて も、 附論 で3人 しかふれ えなかったので、 時間が あれば 先人が ど
のように文書 と向き合 ったのか を追 ってみたい。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
奈 良東大寺 の正倉院宝庫 に伝来 した約1万 点 に及ぶ正倉 院文書 は、奈 良時代 の造東大寺 司写
経所関係の文書で あるが、その 中には紙背文書 として戸籍 ・計帳 ・正税帳な どの公文書 も含み、
奈良時代の政治 ・経済 ・社会 ・文化 ・宗教な どを研 究す るた めに不可欠 の基本史料で ある。 こ
の文書は、江戸 時代末期天保か ら明治 にか けて行われた整理 作業 によって、現在正集45巻 、続
修50巻 、続修 別集50巻 、続修後集52巻 、続 々修440巻2冊 、塵 芥文書39巻3冊 の計667巻5冊 に
成巻 されているが、 この整理 ・成巻作業 によ って、奈良時代 の文書の原状が失われた ものが あ
り、 この文書を史料 として利 用す るため には原状復原が欠かせな い。本論文は、正倉院文書 の
原状復原の基礎 作業 として、天保か ら明治 にか けて行われた整理 ・成巻 の事業 につ いて解明 し
た ものである。 全体 は、序章、本論5章 、終章 と5つ の付論か らな る。
序 章では、正倉 院文書 の研究史 を概 括 し、本論文の意 図 を述べる。
第1章 「江戸 時代 の開封 と宝物」 は、慶 長か ら天保 までの正倉院宝 庫の開封 と、 天保の正倉
院文書 の整理 について明 らかにす る。江戸 時代には正倉 院は、慶長7年(1602)、 同8年 、同17
年、寛文6年(1666)、 元禄6年(1693)、 天保4年(1832)の6度 開封 が行 われ、そ の都度 宝
物 は点検 ・整理 され、正倉 院宝庫 の北 ・中 ・南の3倉 の間で移動 された ことを述 べる。 また天
保 の開封 の際に同6～7年 に奈良奉行配下 の穂 井田忠友 が、文書の櫃 を整理 し、文 書の一部 を
整 理 ・成巻 して正集45巻 を編集 し、 ま た写 本 を作 成 して 正倉 院文書 が世 に広 ま るき っか け に
なった こと、 さ らに正集編集 の方針 は、戸 籍な どの公文 書、印のある文書、著 名人の書状 を集
め、二官八省、五畿七道 の順 に並べ る ことであった ことな どを指摘す る。
付論 「新造屋 につ いて」は、天保 の開封 時に宝物 を仮納 した東大寺 の新造屋、新造屋宝倉 に
っ いて考証 した もので ある。
第2章 「明治初期 の正倉院文書 の整理」 は、 明治初期 にお ける正倉 院宝庫 の開封 ・調査 と正
倉 院文書 の整理 ・編集 について考察 する。 明治5年(1872)に 正倉院宝庫は全国 の社寺宝物調
査 の一環 として 開封 されて宝物が調査 され、 さ らに同8年 に東大寺で 開催 した奈 良博 覧会 に宝
物 を出陳す るた めに開封 きれ、 この時、文書 は修史局 の要請 で東京 に移 され、 同8～15年 に内
務省博物館の浅草文庫で博物館 と教部省が文書 の副本作成 と調査 ・整理 を行 い、続修50巻 、続
修別集50巻 、続修後集52巻 を編集 した ことを明 らか にす る。
付論1「 蜷川式胤」、付論2「 大橋長烹」は、明治5年 、8年 の正倉院 開封 ・調査 に参加 した蜷
川式胤 と大橋長蕪の経歴 と業績 につ いて述べ る。
第3章 「塵芥文書 の整理」は、明治10年 の塵芥文書 の整理 とそ の写本 につ いて考察す る。塵
芥文書 とは、正倉院文書の 中で、伝来 の間 に湿気や虫損 のた めに傷 んだ文書で ある。 明治10年
の明治天皇の正倉院宝物 の天覧 をきっか けと して、 内務省 図書局が塵芥文書 の整理 ・補修 を行
い、傷んだ紙 を裏打 ち し、バ ラバ ラにな って いるものは台紙 に貼 り、一文書一巻 を原則 に成巻
し、台紙は該 当巻の最後 に付 し、所属不明 の台紙は三冊 にまとめ、紙 を開 くことので きな いも
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のはそのままに して、39巻3冊 と蝋燭文書1袋 に整理 ・成巻 した ことを明 らか に し、 さらに7
本 ある塵芥文書 の写本 のうちの修理前 の写本2本 か ら塵芥文書の 旧状 を解明す る。
付論 「岡谷 繁美」 は、幕末 に館林藩で国事 に奔走 し、明治10年 に塵芥文書の整理 に当たった
同人 の経歴 と業績 につ いて述べ る。
第4章 「明治 中期 の正倉院文書の整理」 は、明治27年 か ら正倉院御物整理掛が行 った続 々修
の成巻 につ いて考察す る。宮内省 ・内務省 ・農商務省の3省 が管理 していた正倉院宝庫 は、明
治17年(1884)に 宮 内省が専管す ることとな り、 同25年 宝物 の整理 のために同省 に正倉 院御物
整理掛が置かれ、 同27年 にその手で続々修 の整理 ・成巻がなされ、その後 同36、37年 な どに一
部手直 しが行われ、現 在の440巻 ・2冊 になった ことを明 らか にす る。 また続 々修 は、 明治8年
か らの成 巻 に残 された未修文書 を中心 に塵芥 ・撰 出の文書 を対象 に、勘別 ・編集 した もので あ
り、 その巻の配列は文 書の原状復原 の根拠 にはで きず、巻 内の断簡 の配列が 明治15年 時点 の旧
状 を伝 えているだけである ことを指摘 し、 さ らに 『大 日本古文書』 の解題以来、御物整理掛で
は続修後集 ・別集 の整 理 ・成巻 も行われ たと考 え られて きたが、 これが誤 りで あることを明確
にす る。
第5章 「明治以降 の写本 と目録」 は、本研究 の基礎 とな る明治以降 に作成 された正倉院文書
の写本 と目録 に関 して考察す る。明治 の正倉院文書 の調査 に当た っては、公私 にわた り多 くの
写本が作 られたが、 「小杉橿邨転写本」 「小杉本」 「大橋本」 「東博二十冊本」 「宮 内省本」 「大学
本」 「存採叢書本」 「内閣文庫本」 の8写 本 につ いて解説 し、それぞれの書写の経緯 と年次、そ
れぞれ の整理 ・成巻 との関係、 系統 関係(巻 末 「『大 日本古 文書』一～六が使用 した写本 の系
統図」)な どについて検討 し、 「小杉橿邨転 写本」 「小杉本」 「大橋本」 「東博二十冊本」 「内閣文
庫本」が明治8年 に始 まる浅草文庫 での整理の際に書写され、「内閣文庫 本」が最 も古 い写 本で、
他の三本がそれ に次 ぐ同時期の写 本であ り、 「内閣文庫本」 「小杉本」か ら続修成巻直 前の古 い
形態が うかがえ ることを明 らかにする。 さ らに明治以降に整理の際に作成 され た6目 録 につい
て解 説 し、 目録 によって、明治初期 の文書 が浅 草文庫 か ら正倉 院御物係 の整理 を経て現状 に至
る変化 をた どり、続修、別集、後集が浅草文庫で整理 ・成巻 され、別集 ・後集 の整理 ・成巻 の
順 が これまでいわれ ていたように後集 ・別集で はな く、そ の逆で ある ことな どを解明す る。
付論 「『大 日本古文書』一～六の刊行」 は、正倉 院文書 の最初 の刊行で ある 『大 日本古文書』
一 ～六 の刊行 の経緯 を述べ る。『大 日本古文書』一～六は、正倉院文書 を編年 に編集 した もので、
東京帝 国大学文科大学史料編纂掛が、大学本 ・大橋本 を底本 と し、原本 と校合 して明治34年 ～
37年 に刊行 した ことを明 らか にす る。
終章 では、各章の内容を要約 し、巻末 に別表1「 正倉院文書略 目録」、別表2「 『大 日本古文書』
一～六所収文書の原本」、別表3「 正倉 院関連年表」、図 「『大 日本古文書』一～六が使 用 した正
倉院文書 の写本 の系統 図」 を付け、 これ らの表 ・図は正倉院文書 を利用する上で有用 である。
本論文 は、正倉院文書が現在 の形 に成巻 され るに至 った天保6～7年(1835～36)の 穂 井田
忠友 による正集、 明治8～15年(1875～82)の 浅草文庫 における続修 ・続修別集 ・続修後集、
同10～15年 の内務省 図書局 によ る塵芥文書、同27～37年 の宮内省正倉院御物整理掛 による続 々
修 のそれぞれ の整理 ・成巻作業の実態 を明 らか にし、 さらに明治初年の同文書の旧状 を復原 し
た。 と くに浅草文庫 の整理で残 された未収文書の存在 を指 摘 し、主 にそれ をもとに整理 ・成巻
された続 々修 の成巻が 旧状その ままではな く、奈良時代の文書の原状の復原にそのまま使 えな
い ことを指摘 した ことは重 要で ある。そ の考察 は、同文書 の整理 ・成巻 の際 に作成 された写
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本 ・目録 を丹念 に調査 し、 また宮 内省所蔵 『正倉院録』 『什宝録』、東京 国立 博物館所蔵 『古文
書 目録』 な どの館史資料、調査者 の 日記 『奈 良之筋道』な どを活用 して、 きわめて実証的 であ
り、その成 果は、正倉院文書 の原状復原、 同文書の史料 としての利用のために不可 欠のもので
あ り、奈良時代史 の研究 を大 き く進展 させ、 日本古代史研 究の発展 に大 き く寄 与す る ものであ
る。
よって本 論文の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 される に十分の資格 を有す る もの と認
め られる。
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